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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和2年度当初予算                 

・一般会計 ( 1 件）／当初予算額は 5,056 億 8,300 万円で、前年度比 102.2％
・特別会計 ( 20 件）
・企業会計 ( 6 件）

○令和元年度補正予算                 
・一般会計 ( 4 件) ／補正予算額は 266 億 4,552 万 5 千円の増額及び

252 億 8,514 万 8 千円の減額で、補正後の予算は、5,093 億 3,472 万 3 千円
・特別会計 ( 20 件)
・企業会計 ( 4 件)

○条例の制定 ( 2 件)
・徳島県交通安全の推進に関する条例（議員提出）
・徳島県次世代はぐくみ未来創造基金条例　

○条例の改正 ( 32 件)
・徳島県議会委員会条例の一部改正（議員提出）
・徳島県南海トラフ巨大地震等に係る震災に強い社会づくり条例の一部改正　など

○負担金案件 ( 2 件)　○契約案件 ( 2 件)　
○人事案件 ( 2 件)　　○その他 ( 6 件)　
●可決された意見書 ( 2 件)

・所得税法第56条の見直しを求める意見書
・女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけてのすみやかな検討を求める意見書

●採択された請願 ( 2 件)
・家族従業者の働き分を認めない所得税法第56条の見直しについて
・女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけてのすみやかな検討について

主な審議の結果

　令和2年2月19日、議場において県議会表彰式を開催し、スポー
ツや学芸部門の全国大会や世界大会で最優秀の成績を収めた個人
35名と4団体の児童、生徒及び学生の皆さんに対し、喜多議長が表
彰を行いました。

県議会表彰式 第94代議長
寺井正邇（てらいしょうじ）
阿波選挙区（当選4回）72歳
【略歴】
副議長、議会運営委員長
などを歴任

第105代副議長
岡田理絵（おかだりえ）
鳴門選挙区（当選4回）54歳
【略歴】
総務委員長、議会運営委員長
などを歴任

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
寺
井
正
邇
議
員
、

副
議
長
に
岡
田
理
絵
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
正
副
議
長
紹
介

新
正
副
議
長
紹
介

　開会日には、令和元年度2月補正予算と合わせて「14か月・県土
強靱化加速予算」として編成された令和2年度当初予算などが提案さ
れ、新たな総合戦略の策定、新型コロナウイルス感染症対策などの
重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、新型コロナウイルス感染症・緊急対策補正予
算が追加提案されました。
　代表・一般質問では、新たな総合戦略による地方創生の推進、人
口減少対策、新型コロナウイルス感染症への対応、消防団の活性化
や災害時の食糧確保対策等の防災・減災対策、地域医療構想の実現
や病院の医療機能強化等の医療施策、放課後児童クラブの充実や子
どもの居場所づくり等の児童福祉施策、県産農林水産物の情報発信
戦略、阿波おどりの世界展開による誘客促進等の観光振興策などに
ついて論議しました。
　今定例会では、「徳島県交通安全の推進に関する条例」の制定、委
員会条例の一部改正及び意見書 2 件を議員提出し、可決しました。
また、知事提出議案99件を原案どおり可決・同意し、請願 2 件を採
択しました。 

2月12日～3月10日

令和2年2月徳島県議会  

定 例 会 の 概 要 会　期

きょうじん



巨
大
災
害
に
対
し
、
国
と

と
も
に
本
音
・
本
気
で
対
応
を

西に
し

沢ざ
わ

貴き

朗ろ
う

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
全
国
知
事
会
長
と
し
て
、
国
と

責
任
を
共
有
す
る
「
よ
り
一
層
行
動

す
る
知
事
会
」
を
表
明
し
た
が
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
巨
大
災

害
に
対
す
る
本
音
・
本
気
度
は
。

答
　

昨
年
の
台
風
第
19
号
で
は
、

緊
急
広
域
災
害
対
策
本
部
を
制
度

化
後
初
め
て
設
置
。
知
事
会
を
挙
げ

て
支
援
し
た
。ま
た
、被
災
地
の
ニ
ー

ズ
を
集
約
し
、
政
府
・
与
党
や
総
理

へ
直
接
、
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
食
糧
確

保
の
視
点
か
ら
、
被
災
地
域
で
早
期

に
営
農
を
再
開
す
る
た
め
、
平
時
か

ら
作
り
や
す
い
作
物
や
有
機
農
業

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
野
生
鳥

獣
害
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
。

答
　

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
栽

培
管
理
等
の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

A
I
等
を
用
い
た
鳥
獣
の
捕
獲
強
化

や
、
被
害
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
効
果
的
な
防
護
を
推
進
す
る
。

　
　
気
候
変
動
は
、
今
や
世
界
的
課

題
で
あ
り
、
人
類
の
危
機
に
も
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
人
口
減
少
、
災
害

列
島
の
二
つ
の
国
難
に
加
え
て
、
気

候
変
動
に
つ
い
て
も
、
全
国
を
リ
ー

ド
す
る
対
策
を
進
め
る
べ
き
。

答
　

新
た
に
、
危
機
管
理
環
境
部
を

創
設
し
、
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
。
気
候
変
動
を
危
機
事

象
と
位
置
付
け
、
我
が
国
の
気
候
変

動
対
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

今
後
の
財
政
運
営
の�

基
本
ス
タ
ン
ス
は

寺て
ら

井い

正し
ょ
う

邇じ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

  

　
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善

等
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
局
面
か

ら
新
し
い
局
面
に
。
14
年
ぶ
り
に

5
0
0
0
億
円
台
と
な
る
令
和
2
年

度
当
初
予
算
を
新
た
な
出
発
点
に
、

今
後
、
財
政
運
営
に
ど
う
臨
む
の
か
。

答
　

県
債
残
高･

財
政
調
整
的
基

金
残
高
に
つ
い
て
、
適
正
管
理
の
段

階
に
移
行
す
る
な
ど
、
未
来
投
資
と

健
全
財
政
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

新
局
面
の
財
政
運
営
を
推
進
す
る
。

　
　
日
米
貿
易
協
定
等
に
よ
り
、

牛
肉・乳
製
品
の
輸
入
量
が
増
加
し
、

畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

は
大
き
い
。
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
、本
県
酪
農
・
肉
用
牛
生
産

の
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

県
内
唯
一
の
乳
業
工
場
の
整

備
の
支
援
に
加
え
、
牛
繁
殖
施
設

を
整
備
し
、
搾
乳
用
や
優
良
肉
用

と
し
て
育
成
す
る
素も

と

牛
の
供
給
体

制
を
構
築
す
る
。

　
　
全
国
で
水
害
が
発
生
す
る
中
、

議
員
連
盟
の
会
長
と
し
て
国
等
へ

無
堤
地
区
解
消
な
ど
治
水
対
策
を

求
め
て
き
た
。
水
害
の
な
い
ま
ち

を
創
り
上
げ
る
た
め
、
吉
野
川
の

治
水
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

堤
防
の
早
期
完
成
に
向
け
、

河
道
掘
削
で
生
じ
る
残
土
活
用
に

よ
り
築
堤
工
事
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
残
る
無
堤
地
区
の
早
期
事

業
着
手
等
を
、
国
に
働
き
掛
け
る
。

徳
島
︱
香
港
定
期
便
の�

通
年
化
に
向
け
た
意
気
込
み
は

臼う
す

木き

春は
る

夫お

（
新
風
と
く
し
ま
）

　
　
香
港
情
勢
は
抗
議
活
動
や
新

型
肺
炎
の
影
響
も
あ
り
、
今
は
逆

風
下
に
あ
る
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
捉
え
、
徳
島
︱
香
港
定
期
便

の
通
年
化
に
向
け
、
今
こ
そ
積
極

的
に
攻
め
る
べ
き
。
意
気
込
み
は
。

答
　

継
続
し
た
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
が
通
年
化
へ
の
大
き
な
弾
み

と
な
る
。
旅
行
業
者
を
は
じ
め
、

政
府
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
通

年
化
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

　  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）の

使
用
に
よ
り
、
子
ど
も
の
視
力
低
下

や
学
業
へ
の
悪
影
響
、
い
じ
め
、
ス

マ
ホ
依
存
症
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
ス

マ
ホ
に
よ
る
健
康
被
害
や
事
件
・
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答 

医
療
や
法
律
、
教
育
相
談
等
の

専
門
家
か
ら
な
る
協
議
会
を
令
和
2

年
度
早
々
に
立
ち
上
げ
、
総
合
的
な

対
策
を
取
り
ま
と
め
て
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
等
に
広
く
周
知
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
や
第
2
期
を

迎
え
る
地
方
創
生
の
実
現
等
、
地

方
の
新
た
な
課
題
に
、
全
国
知
事

会
長
と
し
て
、
ど
う
取
り
組
む
の

か
。答  

感
染
症
対
策
の
緊
急
提
言
を

実
施
し
、
政
府
の
対
応
策
に
そ
の

多
く
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
と

も
、
地
方
創
生
第
二
幕
に
向
け
、

新
機
軸
の
政
策
提
言
を
打
ち
出
す
。

県
河
川
に
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
を

山や
ま

西に
し

国く
に

朗お

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
近
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま

え
、
危
機
管
理
型
水
位
計
が
順
次

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、

今
後
は
5
G
の
時
代
で
あ
り
、
最

新
技
術
を
駆
使
し
た
河
川
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
。

答
　

県
管
理
の
約
50
河
川
へ
、
危
機

管
理
型
水
位
計
を
令
和
元
年
度
末
に

設
置
し
て
、
令
和
2
年
度
か
ら
、
新

世
代
の
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入

し
、
防
災
情
報
の
充
実
を
図
る
。

　
　
ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
は
十
分
と
は
言
い
難

い
。
行
政
側
が
出
向
く
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型（
訪
問
型
）支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
支
援
を

ど
う
強
化
し
て
い
く
の
か
。

答  

出
張
相
談
窓
口
や
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
の
方
に
対
す
る
サ
テ
ラ

イ
ト
相
談
拠
点
を
設
置
。
ま
た
、

要
支
援
者
の
状
況
に
応
じ
た
就
労

体
験
、
訓
練
先
を
開
拓
し
て
い
く
。

　
　
令
和
元
年
度
は
、
3
市
町
が

先
行
し
て
フ
レ
イ
ル※

1

対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
令
和
2
年
度
は

さ
ら
に
他
の
市
町
村
へ
横
展
開
す

べ
き
。
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答  

令
和
元
年
度
か
ら
、
3
地
域

で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
な
ど
フ
レ

イ
ル
予
防
作
戦
を
展
開
。
今
後
は
、

活
動
の
見
え
る
化
に
よ
り
、
新
た

な
モ
デ
ル
地
域
構
築
に
つ
な
げ
る
。

関
係
機
関
が
連
携
し
、
効
果
的
な

家
庭
教
育
支
援
の
取
り
組
み
を

井い
の

下し
た

泰ひ
ろ

憲の
り

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
子
ど
も
の
教
育
は
、学
校
と
と

も
に
、家
庭
が
責
任
を
持
つ
こ
と
が

重
要
。ま
た
、教
育
の
様
々
な
観
点

か
ら
関
係
機
関
の
連
携
が
必
要
で

あ
る
。よ
り
効
果
的
な
家
庭
教
育

支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

関
係
部
局
間
の
庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
ほ
か
、
保
護
者
等

が
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会

を
創
出
す
る
。
さ
ら
に
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
。

　
　
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

三
好
病
院
の
役
割
は
大
き
い
。西

部
圏
域
に
お
け
る
安
全・安
心
の
確

保
の
た
め
、地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、さ
ら
な
る
医
療
機
能

の
充
実
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答  

令
和
2
年
度
に
、
形
成
外
科

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
整
形
外

科
分
野
で
人
員
体
制
を
強
化
し
た

新
た
な
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
総

合
的
な
機
能
充
実
を
図
る
。

　
　
本
県
の
観
光
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
、
人
材
養
成
や
施
設

助
成
等
が
必
要
と
考
え
る
。
観
光

客
の
受
け
入
れ
対
策
に
、
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答 

人
づ
く
り
を
行
う「
と
く
し
ま
観

光
ア
カ
デ
ミ
ー(

仮
称)

」の
設
置
や
、

宿
泊
機
能
の
強
化
に
向
け
た
改
修
支

援
に
加
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
ホ
テ
ル
の
新
増
設
へ

の
助
成
制
度
の
創
設
に
取
り
組
む
。

県
営
新
浜
町
団
地
の
建
て
替
え
は
、

県
内
事
業
者
を
活
用
し
木
造
で

岡お
か

　
佑ゆ

う

樹き

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
県
が
整
備
す
る
施
設
は
、
原
則

木
造
と
義
務
付
け
て
お
り
、
木
材
の

積
極
的
な
利
用
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
県
営
新
浜
町
団

地
の
建
て
替
え
は
、
県
内
事
業
者
を

活
用
し
、
木
造
で
建
設
す
べ
き
。

答
　

設
計
コ
ン
ペ
を
通
じ
て
高
度

な
技
術
導
入
を
図
る
県
内
事
業
者

の
活
躍
の
場
を
広
げ
、
木
造
化
に

よ
り
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト※

2

と

S
D
G
s
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

　
　
阿
波
藍
の
日
本
遺
産
認
定
な

ど
、
藍
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

こ
の
好
機
を
生
か
し
、
藍
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
る
に
は
、
土
台
と

な
る
藍
の
生
産
拡
大
が
必
要
。
今

後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

タ
デ
藍
生
産
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
日
本
初
の
タ
デ
藍
専
用
収
穫

機
の
導
入
支
援
等
に
よ
り
、
新
規

生
産
者
参
入
や
作
業
効
率
向
上
を

促
進
し
、
生
産
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
　
徳
島
化
製
事
業
協
業
組
合
に

対
す
る
化
製
場
衛
生
確
保
対
策
事

業
補
助
金
の
必
要
性
と
、令
和
2
年

度
予
算
で
前
年
比
10
％
減
額
の
理

由
は
。ま
た
、臭
い
な
ど
の
環
境
対

策
の
内
容
と
掛
か
っ
た
費
用
は
。

答
　

畜
産
副
産
物
の
適
正
処
理
の

た
め
必
要
な
事
業
と
認
識
。減
額
は

価
格
動
向
等
の
検
討
の
結
果
。環
境

対
策
は
立
ち
入
り
調
査
で
改
善
を

促
す
等
、指
導
を
行
っ
て
い
る
。

旧
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
県
有
地

の
帰
属
に
つ
い
て
認
識
を
問
う

山や
ま

田だ

　
豊ゆ

た
か

（
日
本
共
産
党
）

　
　
徳
島
市
の
資
料
で
は
、旧
文

化
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
県
有
地
は
、

市
へ
無
償
譲
渡
す
る
合
意
が
あ
っ

た
と
見
え
る
。市
と
交
わ
さ
れ
た

と
さ
れ
る
無
償
譲
渡
の
協
定
に
つ

い
て
、ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
　

寺
島
川
を
埋
め
立
て
た
当
時

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、市
か
ら

異
論
が
あ
っ
た
と
の
記
録
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
、県
が
正
当
に
所
有
し
て

き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
、
本
県

は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
促
進

し
て
い
る
が
、
二
酸
化
炭
素
1
ト

ン
当
た
り
の
削
減
コ
ス
ト
を
検
証

し
、
よ
り
経
済
的
で
費
用
対
効
果

が
高
い
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
。

答
　

水
素
は
、
用
途
拡
大
に
よ
り

コ
ス
ト
低
減
が
期
待
さ
れ
る
有
望

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
率
先
的
・

効
率
的
に
導
入
す
る
と
同
時
に
、

効
果
検
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
新
た
な
総
合
戦
略
で
、大
阪

圏
か
ら
の
移
住
に
注
目
と
あ
る
が
、

大
阪
は
徳
島
よ
り
家
計
消
費
支
出

が
少
な
く
、賃
金
も
高
い
。移
住
実

現
に
向
け
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

や
全
国
一
律
化
を
発
信
す
べ
き
。

　
代
表
・
一
般
質
問
か
ら

代
表
質
問

一
般
質
問

問問問

問問問
主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
部
局
の
答
弁
の
趣
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。
所
属
会
派
は
質
問
時
点
で
の
表
記
で
す
。

答 

知
事
の
答
弁
　 

答 

関
係
部
局
の
答
弁

問

問

問

問

問

問

問

問問

問問問

問問問

※1【フレイル】
加齢に伴い心身の活力が低下し、入院や要介護の
危険性が高まる状態。

※2【住宅セーフティネット】
低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子育て世帯等、住宅の確保に特に配慮を要する方々が、それぞれの所得、
家族構成、身体の状況等に適した住宅を取得できるような居住の安定の確保につながる仕組み。

※3【ユニバーサルカフェ】
子どもや高齢者、障がい者など、多くの方々が集い、
それぞれが持つ悩みや経験を共有し、互いに支え・
支えられる関係性を構築する福祉拠点。

※4【SDGs（エスディージーズ）：持続可能な開発目標】
2015年9月の国連サミットで採択され、加盟193カ国が2030年までに達成するために掲げた目標。持続可能な
世界を実現するため、貧困撲滅や男女平等、気候変動対策など17のゴール（目標）、169のターゲットから構成。

用
語
解
説

●
県
議
会
の
全
会
派
が
、知
事
に
対
し
、令
和
2
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、県
土
強
靱
化
、高
速
道
路
整

備
、農
林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
な
ど
に
必
要
な

公
共
事
業
予
算
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
よ
う
要
望

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　(

1
月
9
日
）

●
脇
町
高
校
及
び
徳
島
科
学
技
術
高
校
に
お
い
て
、

高
校
生
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、生
徒

か
ら
は
、地
域
の
課
題
や
政
治
へ
の
関
わ
り
等
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
、参
加
し
た
議
員
と
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
1
月
21
日
、22
日
）

●
徳
島
文
理
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
事

業
と
し
て
、大
学
生
と
議
員
が「
地
方
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
に
は
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　(

1
月
28
日)

●
議
決
対
象
と
し
た「『
未
知
へ
の
挑
戦
』と
く
し
ま

行
動
計
画
」(
変
更
案
）に
つ
い
て
、全
議
員
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　(

2
月
20
日)

　議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　 

●
水
産
振
興
議
員
連
盟
が
、安
全
性
と
冷
却
効
率
を

高
め
た
徳
島
県
漁
業
組
合
連
合
会
の
冷
凍
施
設
を

視
察
し
、同
連
合
会
と
豊
か
な
海
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
22
日
）

●
農
業
振
興
議
員
連
盟
が
、勝
浦
町
役
場
に
お
い
て
、

生
産
者
、Ｊ
Ａ
及
び
勝
浦
町
と
意
見
交
換
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
の
　

よ
っ
て
ネ
市
と
生
比
奈
支
所

選
果
場
を
視
察
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
1
月
23
日
）

●
四
国
県
議
会
防
衛
議
員
連
盟
の
集
い
を
本
県
で
開

催
し
、令
和
2
年
度
に「
四
国
防
衛
議
員
連
盟（
仮

称
）」を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
25
日
）

●
北
朝
鮮
日
本
人
拉
致
問
題
早
期
解
決
促
進
議
員

連
盟
が
、拉
致
問
題
啓
発
舞
台
劇
公
演
に
出
席
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
28
日
）

●
畜
産
振
興
議
員
連
盟
が
、徳
島
県
畜
産
関
係
団
体

懇
話
会
と
畜
産
業
界
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い

て
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　
　（
1
月
28
日
）

●
四
国
横
断
自
動
車
道・阿
南
安
芸
自
動
車
道
建
設

促
進
議
員
連
盟
が
、徳
島
県
と
合
同
で
、国
土
交
通

大
臣
等
に
対
し
、四
国
横
断
自
動
車
道
及
び
阿
南

安
芸
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
要
望
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
29
日
）

●
医
療
・
福
祉
関
係
議
員
連
盟
が
、糖
尿
病
の
早
期

発
見
の
重
要
性
に
つ
い
て
、勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
30
日
）

●
観
光
振
興
議
員
連
盟
が
、知
事
等
に
対
し
、三
好
長

慶
の
大
河
ド
ラ
マ
化
を
は
じ
め
、映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
の
誘
致
な
ど
、観
光
振
興
に
関

す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　（
2
月
20
日
）

●
徳
島
自
動
車
道
整
備
促
進
議
員
連
盟
が
、徳
島
県

及
び
徳
島
自
動
車
道
四
車
線
化
促
進
期
成
同
盟
会

と
合
同
で
、西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
対
し
、

徳
島
自
動
車
道
の
早
期
4
車
線
化
に
向
け
た
要
望

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　（
2
月
21
日
）

　議
員
連
盟
の
活
動

　 
き
ょ
う
じ
ん

(2)とくしま県議会だより



し
、
観
光
消
費
額
の
増
加
を
図
る
。

地
域
を
支
え
る
魅
力
的
な�

仕
事
づ
く
り
を

吉よ
し

田だ

益ま
す

子こ

（
み
ど
り
徳
島
）

　
　
人
口
減
少
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
、
若
者
に
徳
島
に
と

ど
ま
っ
て
も
ら
え
る
仕
事
を
作
る

こ
と
が
重
要
。
地
域
を
支
え
る
魅

力
的
な
仕
事
づ
く
り
を
今
後
ど
う

展
開
す
る
の
か
。

答
　

次
世
代
L
E
D
に
よ
る
光
関

連
産
業
の
活
性
化
と
就
学
・
就
業

機
会
の
創
出
、
起
業
家
の
育
成
な

ど
、本
県
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

魅
力
あ
る
雇
用
を
創
出
す
る
。

　
　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
県
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
、
県
民
あ
げ
て
の
運

動
に
広
げ
る
た
め
、
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答
　

全
国
に
先
駆
け
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
掲
げ
た
「
す
だ
ち
く

ん
未
来
の
地
球
条
例
」
が
、
ま
さ

に
気
候
非
常
事
態
宣
言
で
あ
る
と

言
え
、
今
後
と
も
、
危
機
感
を
持

ち
、
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
。

　
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は

地
方
創
生
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
経
済
に

生
か
す
に
は
、
地
域
住
民
や
地
元

企
業
が
出
資
す
る
こ
と
が
大
事
だ

が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

産
学
官
金
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
、
地
元
事
業
者
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
の
立

ち
上
げ
支
援
等
に
取
り
組
み
、
環

境
と
経
済
の
好
循
環
を
創
出
す
る
。

け
、四
国
、関
西
の
自
治
体
や
経
済

界
と
連
携
を
強
化
し
取
り
組
む
。

今
後
一
層
重
要
性
が
増
す

S
D
Gs
の
認
知
度
向
上
を

浪な
み

越こ
し

憲け
ん

一い
ち

（
無
所
属
）

　
　
S
D
G
s※4
は
、
世
界
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
そ
の
重
要

性
は
今
後
一
層
増
し
て
い
く
。
次

代
を
担
う
若
者
を
は
じ
め
、
県
民

の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答
　

勉
強
会
開
催
や
実
践
事
例

の
発
信
な
ど
普
及
啓
発
に
取
り

組
む
。ま
た
、高
校
生・大
学
生
と

S
D
G
s
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

し
、関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

　
　
生
徒
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

運
動
部
活
動
の
継
続
が
困
難
な

中
学
校
が
あ
る
。
運
動
部
活
動

を
取
り
巻
く
課
題
に
対
し
、
地

域
の
実
態
に
合
わ
せ
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　

学
校
や
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
合
同
チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
で
の
大
会
参
加
の
例
も
あ
る
。

児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

　
　
昨
年
開
催
さ
れ
た「
に
し
阿

波
の
花
火
」は
、
地
域
の
活
性
化

に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
観
光

消
費
額
の
増
加
に
向
け
、
ナ
イ
ト

イ
ベ
ン
ト
の
創
出
と
、
受
け
皿
と

な
る
宿
泊
機
能
を
強
化
す
べ
き
。

答
　

ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
等
の
コ
ン

テ
ン
ツ
や
収
容
能
力
を
高
め
た
施

設
で
の
宿
泊
に
加
え
、
食
な
ど
を

組
み
込
ん
だ
旅
行
商
品
を
造
成

る
。今
後
、研
究
成
果
の
創
出
等
に

よ
り
、光
を
求
め
て
国
内
外
か
ら
若

者
が
徳
島
に
集
う
べ
く
展
開
す
る
。

中
山
間
地
域
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
を

増ま
す

富と
み

義よ
し

明あ
き

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
急
激
に
人
口
減
少
が
進
む
中

山
間
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進

法
が
本
年
6
月
施
行
さ
れ
る
。
県

と
し
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

新
法
の
ス
キ
ー
ム
を
、
市
町
村

と
情
報
共
有
し
て
き
た
。
今
後
、
国

や
商
工
団
体
を
交
え
た
総
合
的
な

推
進
体
制
を
早
急
に
構
築
し
、
実
践

セ
ミ
ナ
ー
や
課
題
解
決
の
支
援
に
よ

り
、
モ
デ
ル
事
例
創
出
を
図
る
。

　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者

の
介
護
を
担
う
介
護
職
員
の
不
足

が
、
本
県
で
も
懸
念
さ
れ
る
。
介

護
人
材
の
確
保
や
定
着
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　

介
護
施
設
等
に
対
す
る
外
国

人
留
学
生
奨
学
金
補
助
事
業
を
新

た
に
導
入
。
ま
た
、
人
材
育
成
や

就
労
環
境
の
改
善
な
ど
介
護
事
業

者
の
取
り
組
み
を
見
え
る
化
す
る

認
証
評
価
制
度
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　
関
西
国
際
空
港
と
の
ア
ク
セ

ス
を
含
む
四
国
新
幹
線
の
実
現

は
、
西
日
本
全
体
に
計
り
知
れ
な

い
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
が
、
実
現
に
向

け
た
、
知
事
の
意
気
込
み
は
。

答
　

四
国
新
幹
線
は
未
来
投
資
で

あ
り
、日
本
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
起
爆
剤
と
な
る
。実
現
に
向

を
図
る
と
と
も
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
カ
フ
ェ※

3

に
子
ど
も
食
堂
機
能
を

加
え
る
等
に
よ
り
、
県
下
全
域
に

子
ど
も
の
居
場
所
を
広
げ
て
い
く
。

阿
波
お
ど
り
を
世
界
展
開
し
、�

国
内
外
か
ら
さ
ら
な
る
観
光
誘
客
を

 

立た
て

川か
わ

了の
り

大ひ
ろ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　
海
外
で
の
阿
波
お
ど
り
の
普

及
拡
大
に
努
め
、海
外
連
が
本
場
徳

島
で
踊
り
を
披
露
す
る
機
会
を
作

る
べ
き
。ま
た
、海
外
連
と
連
携
し

た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
、
さ
ら
な
る
観
光
誘
客
を
。

答
　

今
秋
、
世
界
阿
波
お
ど
り
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
。
交
流
を
深
め

た
海
外
連
の
皆
様
を
橋
渡
し
役
と
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
情
報
発
信
し
、
一

層
の
誘
客
促
進
に
取
り
組
む
。

　
　
建
設
業
を
は
じ
め
と
す
る
、

も
の
づ
く
り
産
業
を
担
う
後
継
者

不
足
は
深
刻
で
、技
能
の
伝
承
が

途
絶
え
る
危
惧
が
あ
る
。若
い
世

代
の
関
心
を
高
め
、技
能
者
の
育

成
の
た
め
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　

職
業
能
力
開
発
審
議
会
の
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
機
能
強
化
策
の
答

申
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
度
か

ら
、
多
能
工
の
育
成
等
に
よ
り
、

優
れ
た
技
能
者
を
育
成
す
る
。

　
　
地
域
に
お
け
る
若
者
の
就

学
・
就
業
を
促
進
し
、地
域
活
力
の

向
上
等
を
図
る
地
方
大
学・地
方
産

業
創
生
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答
　

徳
島
大
学
に
、光
に
関
す
る

研
究
所
を
設
置
し
、光
源
開
発
、

光
人
材
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い

答
　

全
国
知
事
会
で
全
国
一
律
の

最
低
賃
金
制
度
の
実
現
や
、
労
働

者
の
処
遇
改
善
と
事
業
者
の
経
営

基
盤
強
化
に
向
け
た
支
援
策
の
充

実
を
、
国
へ
提
言
し
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
死
者
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
対
策
の
再
構
築
を

長な
が

池い
け

文ふ
み

武た
け

（
新
し
い
時
代
に
新
し
い
県
政
を
創
る
会
）

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被

害
想
定
に
お
い
て
、私
の
試
算
で

は
、本
県
の
死
者
数
は
い
ま
だ
2
万

人
で
あ
る
。こ
の
現
状
を
認
識
し
、

本
気
で
死
者
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
再
構
築
す
べ
き
。

答
　

震
災
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

意
識
の
醸
成
や
、木
造
住
宅
耐
震
化

率
向
上
の
た
め
の
補
助
制
度
拡
充

な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で
は
、性

的
指
向
に
よ
る
差
別
を
禁
止
す
る

な
ど
、L
G
B
T
に
対
す
る
取
り
組

み
が
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。県
は
、
当
事
者
の
思
い
を
受

け
止
め
、
具
体
的
に
行
動
す
べ
き
。

答
　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々

に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、

県
・
市
町
村
職
員
へ
の
研
修
や
、

人
権
教
育
啓
発
推
進
月
間
に
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

　
　
子
ど
も
食
堂
は
、全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
り
、誰
も
が

自
由
に
参
加
で
き
る
地
域
交
流
拠

点
で
も
あ
る
。子
ど
も
食
堂
を
は
じ

め
と
す
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
。

答 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
理
解
促
進

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問問

※1【フレイル】
加齢に伴い心身の活力が低下し、入院や要介護の
危険性が高まる状態。

※2【住宅セーフティネット】
低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子育て世帯等、住宅の確保に特に配慮を要する方々が、それぞれの所得、
家族構成、身体の状況等に適した住宅を取得できるような居住の安定の確保につながる仕組み。

※3【ユニバーサルカフェ】
子どもや高齢者、障がい者など、多くの方々が集い、
それぞれが持つ悩みや経験を共有し、互いに支え・
支えられる関係性を構築する福祉拠点。

※4【SDGs（エスディージーズ）：持続可能な開発目標】
2015年9月の国連サミットで採択され、加盟193カ国が2030年までに達成するために掲げた目標。持続可能な
世界を実現するため、貧困撲滅や男女平等、気候変動対策など17のゴール（目標）、169のターゲットから構成。

用
語
解
説

●
県
議
会
の
全
会
派
が
、知
事
に
対
し
、令
和
2
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、県
土
強
靱
化
、高
速
道
路
整

備
、農
林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
な
ど
に
必
要
な

公
共
事
業
予
算
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
よ
う
要
望

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　(

1
月
9
日
）

●
脇
町
高
校
及
び
徳
島
科
学
技
術
高
校
に
お
い
て
、

高
校
生
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、生
徒

か
ら
は
、地
域
の
課
題
や
政
治
へ
の
関
わ
り
等
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
、参
加
し
た
議
員
と
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
1
月
21
日
、22
日
）

●
徳
島
文
理
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
事

業
と
し
て
、大
学
生
と
議
員
が「
地
方
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
に
は
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　(

1
月
28
日)

●
議
決
対
象
と
し
た「『
未
知
へ
の
挑
戦
』と
く
し
ま

行
動
計
画
」(

変
更
案
）に
つ
い
て
、全
議
員
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　(

2
月
20
日)

　議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　 

●
水
産
振
興
議
員
連
盟
が
、安
全
性
と
冷
却
効
率
を

高
め
た
徳
島
県
漁
業
組
合
連
合
会
の
冷
凍
施
設
を

視
察
し
、同
連
合
会
と
豊
か
な
海
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
22
日
）

●
農
業
振
興
議
員
連
盟
が
、勝
浦
町
役
場
に
お
い
て
、

生
産
者
、Ｊ
Ａ
及
び
勝
浦
町
と
意
見
交
換
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
の
　

よ
っ
て
ネ
市
と
生
比
奈
支
所

選
果
場
を
視
察
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
1
月
23
日
）

●
四
国
県
議
会
防
衛
議
員
連
盟
の
集
い
を
本
県
で
開

催
し
、令
和
2
年
度
に「
四
国
防
衛
議
員
連
盟（
仮

称
）」を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
25
日
）

●
北
朝
鮮
日
本
人
拉
致
問
題
早
期
解
決
促
進
議
員

連
盟
が
、拉
致
問
題
啓
発
舞
台
劇
公
演
に
出
席
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
28
日
）

●
畜
産
振
興
議
員
連
盟
が
、徳
島
県
畜
産
関
係
団
体

懇
話
会
と
畜
産
業
界
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い

て
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　
　（
1
月
28
日
）

●
四
国
横
断
自
動
車
道・阿
南
安
芸
自
動
車
道
建
設

促
進
議
員
連
盟
が
、徳
島
県
と
合
同
で
、国
土
交
通

大
臣
等
に
対
し
、四
国
横
断
自
動
車
道
及
び
阿
南

安
芸
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
要
望
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
29
日
）

●
医
療
・
福
祉
関
係
議
員
連
盟
が
、糖
尿
病
の
早
期

発
見
の
重
要
性
に
つ
い
て
、勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
月
30
日
）

●
観
光
振
興
議
員
連
盟
が
、知
事
等
に
対
し
、三
好
長

慶
の
大
河
ド
ラ
マ
化
を
は
じ
め
、映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
の
誘
致
な
ど
、観
光
振
興
に
関

す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　（
2
月
20
日
）

●
徳
島
自
動
車
道
整
備
促
進
議
員
連
盟
が
、徳
島
県

及
び
徳
島
自
動
車
道
四
車
線
化
促
進
期
成
同
盟
会

と
合
同
で
、西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
対
し
、

徳
島
自
動
車
道
の
早
期
4
車
線
化
に
向
け
た
要
望

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　（
2
月
21
日
）

　議
員
連
盟
の
活
動

　 

き
ょ
う
じ
ん

(3) とくしま県議会だより
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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和2年度当初予算                 

・一般会計 ( 1 件）／当初予算額は 5,056 億 8,300 万円で、前年度比 102.2％
・特別会計 ( 20 件）
・企業会計 ( 6 件）

○令和元年度補正予算                 
・一般会計 ( 4 件) ／補正予算額は 266 億 4,552 万 5 千円の増額及び

252 億 8,514 万 8 千円の減額で、補正後の予算は、5,093 億 3,472 万 3 千円
・特別会計 ( 20 件)
・企業会計 ( 4 件)

○条例の制定 ( 2 件)
・徳島県交通安全の推進に関する条例（議員提出）
・徳島県次世代はぐくみ未来創造基金条例　

○条例の改正 ( 32 件)
・徳島県議会委員会条例の一部改正（議員提出）
・徳島県南海トラフ巨大地震等に係る震災に強い社会づくり条例の一部改正　など

○負担金案件 ( 2 件)　○契約案件 ( 2 件)　
○人事案件 ( 2 件)　　○その他 ( 6 件)　
●可決された意見書 ( 2 件)

・所得税法第56条の見直しを求める意見書
・女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけてのすみやかな検討を求める意見書

●採択された請願 ( 2 件)
・家族従業者の働き分を認めない所得税法第56条の見直しについて
・女性差別撤廃条約選択議定書の批准にむけてのすみやかな検討について

主な審議の結果

　令和2年2月19日、議場において県議会表彰式を開催し、スポー
ツや学芸部門の全国大会や世界大会で最優秀の成績を収めた個人
35名と4団体の児童、生徒及び学生の皆さんに対し、喜多議長が表
彰を行いました。

県議会表彰式 第94代議長
寺井正邇（てらいしょうじ）
阿波選挙区（当選4回）72歳
【略歴】
副議長、議会運営委員長
などを歴任

第105代副議長
岡田理絵（おかだりえ）
鳴門選挙区（当選4回）54歳
【略歴】
総務委員長、議会運営委員長
などを歴任

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
寺
井
正
邇
議
員
、

副
議
長
に
岡
田
理
絵
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
正
副
議
長
紹
介

新
正
副
議
長
紹
介

　開会日には、令和元年度2月補正予算と合わせて「14か月・県土
強靱化加速予算」として編成された令和2年度当初予算などが提案さ
れ、新たな総合戦略の策定、新型コロナウイルス感染症対策などの
重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、新型コロナウイルス感染症・緊急対策補正予
算が追加提案されました。
　代表・一般質問では、新たな総合戦略による地方創生の推進、人
口減少対策、新型コロナウイルス感染症への対応、消防団の活性化
や災害時の食糧確保対策等の防災・減災対策、地域医療構想の実現
や病院の医療機能強化等の医療施策、放課後児童クラブの充実や子
どもの居場所づくり等の児童福祉施策、県産農林水産物の情報発信
戦略、阿波おどりの世界展開による誘客促進等の観光振興策などに
ついて論議しました。
　今定例会では、「徳島県交通安全の推進に関する条例」の制定、委
員会条例の一部改正及び意見書 2 件を議員提出し、可決しました。
また、知事提出議案99件を原案どおり可決・同意し、請願 2 件を採
択しました。 

2月12日～3月10日

令和2年2月徳島県議会  

定 例 会 の 概 要 会　期

きょうじん

　近年、あおり運転等の危険な行為による交通事故が発生しており、県民
の皆さまが様々な要因による交通事故の危険にさらされるおそれが高まっ
ています。
　この条例は、交通安全に関する基本理念や県の責務等の必要な事項を
定めることにより、交通安全意
識の高揚及び交通道徳の向上を
期し、県民の皆さまが安全で安
心できる交通環境の確立を目指
し、交通事故のない社会を実現
することを目的としています。
　皆さま一人一人が主体的に交
通安全に取り組み、条例の趣旨
が広がっていくよう、ご協力をお
願いします。

●総務委員会
　東京 2020 オリンピック聖火リレー時
の警備、児童虐待防止に向けた児童相談
所の体制整備、新型コロナウイルス感染
症対策に係る予算措置、データ分析や客
観的根拠に基づく人口減少対策などにつ
いて質疑及び提言がありました。

●経済委員会
　新型コロナウイルス感染症対策に関
し、とくしまマラソンの対応や中小・小
規模事業者支援等、また、外国人労働者
への支援策、棚田地域の振興、次期農林
水産基本計画に基づく施策展開などにつ
いて質疑及び提言がありました。

●文教厚生委員会
　新型コロナウイルス感染症対策に関
し、学校における感染防止対策や臨時休
業要請への対応、検査機関でのウイルス
検査体制の強化等、また、学校へのスクー
ルソーシャルワーカーの配置などについ
て質疑及び提言がありました。

●県土整備委員会
　旧徳島市文化センター跡地の県有地に
係る対応、ＤＭＶ導入事業、那賀川上流
の河川環境改善に向けた取り組み、危機
管理の視点での新型コロナウイルス感染
症への対応などについて質疑及び提言が
ありました。

議会日程 ※日程は予定であり、変更する場合があります。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「本会議
　の傍聴」及び「委員会の視聴」はご遠慮ください。

令
和
2
年
6
月

定
例
会
の
日
程

6 月10日 ……………常任委員会
6月11,12日…………特別委員会
6月15日 ……………本会議（開会）
6月18日 ……………本会議（代表質問）
6月19日 ……………本会議（一般質問）
6月23～26日 ………常任委員会
6月29,30日…………特別委員会
7月 6 日 ……………本会議（閉会）
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常任委員会
●地方創生対策特別委員会
　新型コロナウイルス感染拡大による県
内経済への影響と支援策、テレワークの
状況、総合戦略の成果と今後の方向性、
ターンテーブルの活用、過疎地域におけ
る県管理道路の整備促進などについて質
疑及び提言がありました。

●次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会
　新型コロナウイルス感染症に係る小学
校等の臨時休業に関し、県内学校の状況、
子供及び保護者への対応、企業への対応
策等、また、同感染症対策における県の
情報発信の仕方などについて質疑及び提
言がありました。

●防災対策特別委員会
　新型コロナウィルス感染症対策に関
し、マスク等の備蓄状況、クルーズ船か
ら下船された方の検査状況及び行動把握
等、また、吉野川の治水対策、ハイパー
消防団員制度などについて質疑及び提言
がありました。

●環境対策特別委員会
　温暖化に対応した農林水産物の研究開
発状況や中小河川の整備状況、有害鳥獣
被害対策の状況、単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽への転換、流域下水道の接
続率の目標などについて質疑及び提言が
ありました。

特別委員会2月定例会委員会の概要

徳島県議会では、議会改革を継続的に推進するため、今任期に取り組むべき
主要課題とその数値目標をまとめた議会改革行動計画（第3期）を策定しました。
〇 議会ICT化を推進します！
　・情報通信環境及びタブレット端末
　　の整備
　・ペーパーレス会議システムの導入

〇 誰もが政治参加しやすい
    環境をつくります！
　・議会の欠席理由として、育児や
　　介護等を明文化
　・授乳室や親子視聴スペースの設置
　・点字版県議会だよりの発行   など
　
また、議会年間日程の作成・公表、本会議質問要旨のホームページへの
前日掲載などにより、さらなる県民サービスの向上を図ります。

議員提案による政策条例を制定しました

喜多議長（中央左）に検討結果報告書を
提出する政策条例検討会議の中山座長

（中央右）

喜多議長（中央右）に結果報告書を提出する
議会改革検討会議の岩佐座長（中央左）

〇 災害対応力を強化します！
　・議会版 BCP（業務継続計画）の策定

徳島県交通安全の推進に関する条例
議会改革を推進します！

●津田小学校（徳島市）　　　         
●大津西小学校（鳴門市）
●徳島市老人クラブ連合会         
●桑野小学校（阿南市）
●小松島小学校（小松島市）

●伊座利小学校（美波町）
●西井川小学校（三好市）
●新町小学校（徳島市）
●大日本書芸院徳島地区連合
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「とくしま県議会だより」は、今号からリニューアルし、新聞折り込みで
お届けします。市役所､町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁
ふれあいセンター､県議会事務局でもお渡ししています。

県議会の見学者等 申込方法等はこちら

▲

(4)とくしま県議会だより


